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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
幸

多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
区
長
選
挙
で
中
山
区

長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、区

民
会
議
の
皆
様
の
提
言
を
踏
ま
え

た「
新
基
本
構
想
」の
策
定
を
審
議

中
で
す
。
区
議
会
も
少
子
高
齢
を

始
め
山
積
す
る
課
題
解
決
に
向
け

叡
智
を
結
集
し
、
区
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る
決
意
で
す
。

さ
て
、
区
議
会
で
は
、
自
治
に

対
す
る
区
民
意
識
の
高
ま
り
の
も

と
、
区
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
よ
り

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
議
会

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
か
ら
、
政
務
調
査
費

の
使
途
基
準
の
明
確
化
等
、
透
明

性
と
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
た

制
度
を
施
行
し
、
第
３
回
定
例
会

か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
本
会
議
、
予
算
・
決
算
特
別
委

員
会
の
同
時
中
継
等
を
開
始
し
ま

し
た
。

本
年
は
、
区
成
立
６０
周
年
の
年

で
あ
り
、
区
議
会
議
員
選
挙
も
行

わ
れ
ま
す
。
議
会
も
還
暦
を
迎
え
、

議
員
に
は
高
い
政
策
形
成
能
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
議
員
の

資
質
を
高
め
る
努
力
と
共
に
、
更

に
議
会
改
革
を
進
め
る
決
意
で
す
。

本
年
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新
宿
区
議
会
議
長

議員提出議案

■■子どもたちのいじめ自殺をなくすための 決意と訴えの決議を議決！
議員提出議案で、社会問題となっているいじめ自殺に関し『子どもたちのいじめ自殺をなくすための私たち
の決意と子どもたちへの訴えの決議』を行い、さらに『耐震構造計算書偽装問題に関する被害者救済に関する
意見書』など２件の意見書を議決して国会等に提出しました。また、『新宿区議会議員政治倫理条例』の円滑
な施行のための一部改正等を議決しました。………………………………………………………関連記事２、８面 初の試み！区役所通りを彩るイルミネーション

区長 議案

新宿区長に中山弘子氏！ ■■戸山小学校内で学童クラブを
開始するため条例を一部改正

●平成１８年度上半期の政務調査費と議長交際費の支出状況…２面

●ボリュームアップ！区政のここを問う

３ページの大紙面に、全質問議員の質疑を集約……………３～５面

●新年を迎えて会派からのあいさつと会派構成 ……６～７面

●今定例会で議決した決議・意見書………………………８面

●皆様から託された請願・陳情の処理状況 ………………８面

●議会の活性化をめざして議員研修会を開催しました …………８面

●政治倫理条例の一部改正について………………………８面

●政治倫理審査会を開催しました…………………………８面

区長提出議案では、新たに学童クラブを戸山小学校内で
開始し、同学童クラブと百人町、西落合の各学童クラブを
延長利用可能な学童クラブに追加するため条例を一部改正
しました。その他、後期高齢者医療の事務を行う東京都後
期高齢者医療広域連合を設ける規約を定めたほか、災害に
際し応急措置の業務等に従事した者の損害補償に関する条
例の一部改正等を行いました。………………関連記事２面

再再選選をを果果たたしし、、１１１１月月２２４４日日のの本本会会
議議ににてて所所信信をを表表明明すするる中中山山区区長長

提 出

子どもたちに訴えます！



◆第４回定例会
１１／２４（金）…議会運営委員会、本会議（区長の所信表明）

１１／２９（水）…議会運営委員会、本会議（代表質問：自民・新無ク・民主・社会・共産）

１１／３０（木）…議会運営委員会、本会議（代表質問：公明・花マル、一般質問）、

委員長会

１２／１（金）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

１２／４（月）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

１２／５（火）…地方分権・行政改革特別委員会

１２／６（水）…災害等対策特別委員会、議会運営委員会

１２／８（金）…全員協議会、議会運営委員会、本会議（議案の採決、意見書の採決

等）、常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

議案の概要と審議結果（賛成…〇 反対…×）
○第４回定例会（１１月２４日～１２月８日）

新宿区選挙管理委員及び新宿区選挙管理委員補充員の選挙実施結果

政政務務調調査査費費のの収収支支報報告告ををおお知知ららせせししまますす平成１８年度上半期
政務調査費とは、地方自治法に基づき、新宿区政務調査費の交付に関する条例を定めて、議員（会派）が調査研究に使うために必要な経費の一部として、会派に交

付される経費のことです。
平成１８年度上半期〔平成１８年４月～平成１８年９月〕 政務調査費収支一覧

◎収入…月額１５万円に会派の人数を乗じた金額になります。（年度末の時点で、交付された政務調査費に残額が生じた場合は、区に返還します。）

支
出（
項
目
の
説
明
）

議議長長交交際際費費のの支支出出状状況況ををおお知知ららせせししまますす平成１８年度上半期
●議長が議会を代表して各種行事や接遇関係など対外的な活動をするために要する経費です。
●毎月の執行額については、平成１６年１月分から区議会ホームページでご覧になれます。議長交際費とは？

※支出団体名等をご覧になりたい方は、議会事務局までご連絡ください。

人件費

調査研究を補助
する職員を雇用
する経費
【給 料、手 当、
社会保険料、賃
金など】

事務費

調査研究に係る事務
遂行に必要な経費
【事務用品・備品購
入費、リース料、通
信費、事務所費など】

広報費

議会活動及び区政に関
する政策等の広報活動
に要する経費
【広報紙・報告書等印
刷費、送料、交通費な
ど】

資料費

調査研究に必要な資料
の作成及び図書、資料
等の購入に要する経費
【印刷・製本費、原稿
料、書籍購入費、新聞
雑誌購読料など】

会議費

調査研究のための
各種会議に要する
経費
【会場費、会場設
営費、講師謝金、
資料印刷費など】

研修費

研修会及び講演会の実施に必要な経
費並びに他団体が開催する研修会、
講演会等への所属議員及び会派の雇
用する職員の参加に要する経費
【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出
席者負担金・会費、交通費、宿泊費など】

調査研究費

区の事務及び地方行財
政に関する調査研究及
び調査委託に要する経費
【調査委託費、調査報
告書等作成費、交通費、
宿泊費など】

議決結果
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〇
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〇
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〇
〇
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〇
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〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
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〇
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〇
〇
〇
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〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
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〇
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〇

〇

〇

〇

〇
〇
×
〇
〇
×

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
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〇
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〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

概 要

補正予算額 ３，９１２万８千円
補正の理由：西戸山中学校隣接地買収、一人暮し高齢者等への助成に要する経費等の計上
補正予算額 △４億４，５０５万６千円
補正の理由：給与改定等に伴う職員の給与に要する経費の計上
応急措置の業務等に従事したことによる損害の認定の基準となる傷病補償、障害補償及び介護補償の各障害の状態につい
ては、省令の改正に即応できるよう規則で定めることとし、条例から削除するなど、所要の改正を行う。
戸山小学校内で新たに学童クラブに関する事業を開始する。また、延長利用することができる学童クラブとして、同学童
クラブ、百人町学童クラブ及び西落合学童クラブを加える。

政令の一部改正に伴い、補償基礎額、介護補償の額の改定など所要の改正を行うとともに、用語を改める。

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、引用条項を改める。
特別区人事委員会の勧告に伴い、給料表など職員の給与を改定する。
退職手当制度を見直し、在職期間中の職務・職責に応じた貢献度を反映できる制度にする。
特別区人事委員会の勧告に伴い、給料表など幼稚園教育職員の給与を改定する。
新宿区立新宿文化センター吹付け石綿等除去等工事を施行するもの。
東京都後期高齢者医療広域連合を設けるため、規約を定める。
次のとおり指定管理者を指定する。
新宿区立落合第二地域センター…落合第二地域センター管理運営委員会
新宿区立新宿福祉作業所…社会福祉法人日本キリスト教奉仕団
大山忠作氏
亀井忠雄氏
三遊亭金馬氏（本名 松本龍典）
条例の円滑な施行のため一部改正を行う。
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行う。
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行う。

８面の決議・意見書の要旨をご覧ください。

議 案 名

平成１８年度新宿区一般会計補正予算（第５号）

平成１８年度新宿区一般会計補正予算（第６号）

災害に際し応急措置の業務等に従事した者の損害補償に関する条例の一部を改正する条例

新宿区学童クラブ条例の一部を改正する条例

新宿区立の小学校、中学校及び養護学校の非常勤の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公
務災害補償に関する条例の一部を改正する条例
新宿区議会等の求めにより出頭した者等の費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
新宿区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
新宿区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例
新宿区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
新宿区立新宿文化センター吹付け石綿等除去等工事請負契約
東京都後期高齢者医療広域連合規約について

公の施設の指定管理者の指定について（２件）

新宿区名誉区民の選定の同意について
新宿区名誉区民の選定の同意について
新宿区名誉区民の選定の同意について
新宿区議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例
新宿区議会委員会条例の一部を改正する条例
新宿区議会会議規則の一部を改正する規則
子どもたちのいじめ自殺をなくすための私たちの決意と子どもたちへの訴えの決議
耐震構造計算書偽装問題に関する被害者救済に関する意見書
三位一体改革の影響額を都区財政調整の配分割合に確実に反映させるための意見書

予
算（
２
件
）

改
正（
７
件
）

契
約

（
１
件
）

そ
の
他（
３
件
）
同
意（
３
件
）
条
例
等（
３
件
）
決
議
・
意
見
書（
３
件
）

区
長
提
出
議
案（
１６
件
）

議
員
提
出
議
案（
６
件
）

主 な 使 途

調査研究視察経費、資料購入経
費、広報紙発行経費など
区政アンケート実施経費、広報紙発
行経費、区政報告会開催経費など
調査研究交通費、資料購入経費、
広報紙発行経費など
研修会参加経費、広報紙発行経
費など
調査研究交通費、資料購入経費、
広報紙発行経費など
調査研究交通費、研修会参加経
費、広報紙発行経費など
調査研究視察経費、研修会参加
経費、広報紙発行経費など

支 出 合 計

１，５７２，３０９

７，３３７，４３６

６，０３６，１４８

１，１１１，５８５

２，１２４，１６４

１，６２５，４８３

７８３，０７２

２０，５９０，１９７

支 出
人 件 費

０

３，６４１，１００

２，３８０，０００

０

４０２，８００

０

２０，０００

６，４４３，９００

事 務 費

１４６，９８５

５１９，３０９

１，４０６，７６４

８１，０００

５３，６３１

６１６，５８９

３２２，２３６

３，１４６，５１４

広 報 費

３６４，７５０

６６８，４５４

６８９，４１５

９７６，９８５

１，２８８，０８５

８５４，７４１

２４５，３７７

５，０８７，８０７

資 料 費

３６８，０２９

３４６，２２３

５５７，５６５

０

８５，６６６

３５，５１３

７，０７４

１，４００，０７０

会 議 費

０

２６，０００

１７，９７５

０

０

０

０

４３，９７５

研 修 費

５０，３６０

３１５，４８０

１，０００

５３，６００

２５，８００

７８，６４０

５７，４０５

５８２，２８５

調査研究費

６４２，１８５

１，８２０，８７０

９８３，４２９

０

２６８，１８２

４０，０００

１３０，９８０

３，８８５，６４６

収 入

８，１００，０００

８，１００，０００

７，２００，０００

３，６００，０００

２，７００，０００

１，８００，０００

９００，０００

３２，４００，０００

会派
人員

９

９

８

４

３

２

１

３６

会 派 名

新宿区議会公明党

日本共産党新宿
区 議 会 議 員 団
自由民主党新宿
区 議 会 議 員 団
新 宿 区 議 会
無 所 属 ク ラ ブ
民主党新宿区議会
議 員 団
社会新宿区議会
議 員 団
新 宿 区 議 会
花 マ ル ク ラ ブ
合 計

合 計

金 額

０

０

１０，０００

１１０，０００

４５，０００

１６５，０００

件数

０

０

１

１２

５

１８

接 遇

金 額

０

０

０

０

０

０

件数

０

０

０

０

０

０

弔 慰

金 額

０

０

０

０

２０，０００

２０，０００

件数

０

０

０

０

１

１

見 舞 い

金 額

０

０

０

０

２５，０００

２５，０００

件数

０

０

０

０

４

４

会 費

金 額

０

０

１０，０００

１１０，０００

０

１２０，０００

件数

０

０

１

１２

０

１３

支出項目

支出先

町 会

地 域 団 体

商 店 会

各 種 関 係 団 体

そ の 他

合 計

羽深眞二・佐藤滋朗・北川勲・櫻井美紀子選 挙 管 理 委 員 川村一之・小野安雄・宮本房江・小澤弘太郎選挙管理委員補充員

※は棄権

単位（円）

単位（円）
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お
ぐ
ら
利
彦

質
問

�
示
さ
れ
た
２０
年
度
以
降
の

事
業
と
審
議
中
の
基
本
構
想
審
議
会

と
の
関
係
は
。
�
こ
れ
ら
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
の
財
政
見
込
み
は
。

答
弁

�
事
業
の
方
向
性
と
、
審
議

会
答
申
と
は
、
結
果
と
し
て
十
分
整

合
が
図
ら
れ
る
と
思
う
。
�
多
岐
な

財
政
需
要
に
つ
い
て
、
１９
年
度
予
算

に
可
能
な
限
り
反
映
し
、
２０
年
度
以

降
は
実
施
計
画
等
事
業
に
組
み
込
む
。

地
区
協
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問

地
区
協
議
会
に
つ
い
て
問
う
。

�
�ア
基
本
構
想
審
議
会
で
の
論
議
で
、

地
区
協
議
会
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
で

は
と
の
意
見
あ
る
が
。
�イ
各
地
区
協

議
会
の
把
握
と
地
区
毎
の
温
度
差
は
。

�
委
員
構
成
で
、
�ア
実
際
の
委
員
数

は
。
�イ
町
会
・
各
種
地
域
団
体
と
の

関
係
は
。
�ウ
特
別
出
張
所
の
役
割
は
。

�
地
域
課
題
の
解
決
へ
の
地
区
協
議

会
の
権
限
は
。
�
機
能
の
充
実
と
特

別
出
張
所
の
支
援
体
制
の
強
化
は
。

答
弁

�
�ア
区
政
へ
の
参
画
と
自
ら

の
発
想
と
力
で
地
域
課
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
主
的
な

組
織
。
�イ
各
地
域
と
も
熱
心
に
活
動
。

意
見
交
換
の
場
の
設
定
等
、
今
後
、

一
層
の
充
実
を
支
援
。
�
�ア
地
区
別

で
３６
名
〜
５７
名
。
平
均
４５
名
。
�イ
町

会
等
既
存
地
域
団
体
が
協
力
し
て
作

り
上
げ
た
団
体
。
こ
れ
ら
が
原
動
力
。

�ウ
課
題
検
討
に
必
要
な
素
材
の
提
供

や
区
関
係
部
署
等
と
の
連
携
・
調
整

機
能
を
担
う
。
今
後
も
支
援
充
実
。

�
住
民
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
の
大

き
な
柱
。
役
割
と
権
限
は
、（
仮
称
）

「
自
治
基
本
条
例
」
策
定
の
中
で
明

確
化
。
�（
仮
称
）「
地
区
協
議
会
ま

ち
づ
く
り
活
動
支
援
制
度
」
を
１９
年

度
創
設
。
専
従
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
を

各
特
別
出
張
所
に
配
置
し
、
事
務
局

機
能
を
強
化
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
）に
つ
い
て

質
問

�
学
校
運
営
協
議
会
の
人
選

基
準
及
び
適
正
人
数
は
。
�
現
在
、

各
校
に
学
校
評
議
員
が
い
る
が
、
�ア

学
校
運
営
協
議
会
へ
移
行
す
る
の
か
。

�イ
評
議
員
の
評
価
は
。
�ウ
学
校
運
営

協
議
会
の
権
限
と
し
て
校
長
の
基
本

的
方
針
の
承
認
が
あ
る
が
、
意
見
不

一
致
の
場
合
は
。
�エ
教
職
員
の
人
事

に
ま
で
携
わ
れ
る
が
。
�
学
校
運
営

協
議
会
の
指
定
を
取
り
消
す
場
合
と

は
。
�
学
校
運
営
協
議
会
の
現
状
の

把
握
で
、
校
長
や
協
議
会
か
ら
話
し

を
聞
き
指
導
、
助
言
が
必
要
で
は
。

�
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ス
ク
ー
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
等
と
の
関
係
は
。
�
調
査
研

究
校
で
あ
る
四
谷
中
学
校
の
状
況
と

制
度
推
進
の
今
後
の
方
向
は
。

答
弁

�
文
科
省
の
「
手
引
き
」
で

は
、
公
募
制
、
推
薦
制
な
ど
で
、
幅

広
い
分
野
か
ら
人
材
を
選
ぶ
こ
と
の

基
準
は
学
校
規
模
等
を
考
慮
し
決
定
。

人
数
は
、
先
行
自
治
体
で
は
１１
名
〜

１５
名
程
度
。
�
�ア
�イ
学
校
評
議
員
の

見
直
し
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
実
情

等
を
勘
案
し
て
移
行
に
つ
い
て
判
断
。

�ウ
校
長
は
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
べ
き
。
�エ
人
事
に
関
し
て
も
尊

重
さ
れ
る
べ
き
。
校
長
の
意
見
具
申

権
、
区
教
育
委
員
会
の
内
申
権
の
変

更
は
な
い
が
、
運
営
協
議
会
の
意
見

と
調
整
す
る
よ
う
留
意
必
要
。
�
既

事
例
は
な
い
が
、
学
校
運
営
の
公
平

・
中
立
性
等
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合

等
を
想
定
。
�
教
育
委
員
会
に
て
運

営
状
況
を
把
握
し
、
指
導
・
助
言
。

�
互
い
に
補
完
し
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
力
が
導
入
さ
れ
、
学
校
運
営

活
性
化
を
期
待
。
�
学
校
運
営
協
議

会
の
役
割
、
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
を

調
査
研
究
中
。
研
究
の
成
果
を
検
証

し
発
足
す
る
意
向
で
検
討
。

こ
の
他
「
い
じ
め
を
起
こ
さ
せ
な

い
た
め
に
は
」「
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
い
じ
め
へ
の
的
確
な
対
応
」「
命

の
尊
さ
を
教
え
る
教
育
」
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

う
る
し
ば
ら
順
一

質
問

少
子
高
齢
社
会
で
�
今
後
の

年
金
・
医
療
等
の
社
会
保
障
は
ど
う

な
る
の
か
。
�
人
口
減
少
で
収
入
格

差
が
進
み
生
活
水
準
が
維
持
で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。�
連
帯
感
が

薄
れ
地
域
社
会
が
崩
壊
す
る
の
で
は

な
い
か
。
�
税
収
減
少
で
行
政
は
住

民
を
守
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

�
制
度
改
革
は
必
至
。
国
は

選
択
肢
を
示
し
進
め
る
べ
き
。�
一
定

の
経
済
成
長
で
ゆ
と
り
社
会
の
実
現

に
向
け
知
恵
と
努
力
を
。�
み
ん
な
で

ま
ち
を
担
う
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
。

�
皆
で
担
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
築
く
。

教
育
の
諸
問
題
に
つ
い
て

質
問

�
い
じ
め
の
�ア
正
確
な
実
態

把
握
を
。
�イ
学
校
の
報
告
は
正
確
な

事
実
か
。
�ウ
学
校
へ
の
相
談
が
い
じ

め
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

�
勉
学
に
勤
し
む
環
境
を
作
る
べ
き
。

�
「
こ
と
ば
遅
れ
」
へ
の
対
策
を
。

答
弁

�
�ア
教
員
の
感
性
を
磨
く
必

要
。�イ
確
実
と
認
識
。�ウ
徹
底
し
て
守

り
通
す
こ
と
を
示
す
。
�
区
費
講
師

配
置
等
の
取
り
組
み
を
定
着
さ
せ
る
。

�
家
庭
教
育
事
業
の
充
実
を
図
る
。

こ
の
他
「
震
災
対
策
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

久
保
合
介

質
問

�
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
実
現

に
向
け
�ア
４
年
後
の
緑
被
率
は
。�イ
区

民
ふ
れ
あ
い
の
森
の
概
要
は
。�ウ
区
民

等
と
協
働
し
毎
年
１
％
増
で
緑
被
率

２５
％
達
成
を
。
�
文
化
を
感
じ
る
街

づ
く
り
で
�ア
夏
目
漱
石
ゆ
か
り
の
ま

ち
新
宿
と
し
て
区
民
の
協
力
を
仰
ぎ

漱
石
記
念
館
建
設
を
。
�イ
区
内
全
域

に
由
緒
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
造
を
。

答
弁

�
�ア
ま
ち
に
合
っ
た
施
策
展

開
が
必
要
。�イ
お
と
め
山
公
園
拡
充
と

併
せ
自
然
体
験
で
き
る
場
と
し
て
整

備
。�ウ
全
力
で
取
組
む
。�
�ア
生
誕
１４０

年
の
１９
年
度
に
記
念
事
業
実
施
。�イ
文

化
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

子
ど
も
の
安
全
と
開
か
れ
た
学
校

質
問

�
受
験
管
理
教
育
と
い
う
名

の
�
強
制
収
容
所
	
の
密
室
か
ら
子

ど
も
を
開
放
す
べ
き
。
�
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
設
置
等
で
は
な
く
、
シ
ニ
ア
層

の
地
域
参
加
を
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
の
中
心
に
す
べ
き
。

答
弁

�
社
会
と
家
庭
が
多
様
な
個

性
を
認
め
合
う
価
値
観
の
醸
成
が
重

要
。
�
多
く
の
大
人
の
目
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
。
提
案
は
参
考
に
す
る
。

こ
の
他
「
韓
国
都
市
と
の
友
好
提

携
」等
３
項
目
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

山
田
敏
行

質
問

�
区
民
生
活
へ
の
�ア
認
識
は
。

�イ
対
策
は
。
�
区
内
の
各
地
域
が
賑

わ
う
た
め
に
は
何
が
必
要
か
。
�
住

民
の
�ア
自
治
へ
の
参
加
は
。�イ
予
算
編

成
へ
の
参
加
拡
大
を
。�
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化
拡
大
へ
の
説
明
責
任
を
。

答
弁

�
�ア
厳
し
い
面
も
有
。�イ
負
担

区
長
の「
就
任
に
あ
た
っ
て
の
所
信
」に
つ
い
て

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

少
子
高
齢
社
会
を
乗
り
切
れ

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

地域に開かれた学校づくり

いきいきと活動している高齢者の皆さん

新
宿
を「
み
ど
り
と
文
化
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」に

暮
ら
し
も
賑
わ
い
も
自
治
も
一
番
の
新
宿
を
創
る
た
め
に

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

１００年後にはモニュメントでいっぱいの新宿に

代

表

質

問

代

表

質

問

代

表

質

問

代

表

質

問
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子育て支援日本一子育て支援日本一

軽
減
等
。�
地
域
特
性
に
応
じ
た
ま
ち

づ
く
り
。�
�ア
区
民
、
議
会
と
一
体
の

条
例
制
定
。�イ
区
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組

み
構
築
。�
都
の
動
向
を
踏
ま
え
判
断
。

こ
の
他「
区
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

等
３
項
目
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

田
中
の
り
ひ
で

質
問

�
区
長
は
所
信
表
明
で
乳
幼

児
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
「
所

得
制
限
を
設
け
ず
自
己
負
担
の
な
い

形
で
中
学
生
ま
で
拡
大
を
図
る
」
と

述
べ
た
。
そ
の
実
施
は
２
０
０
７
年

４
月
か
ら
と
す
べ
き
。
�
妊
婦
検
診

費
用
助
成
を
拡
充
し
、
所
得
に
関
係

な
く
無
料
化
を
。
�
新
宿
区
児
童
手

当
に
つ
い
て
�ア
所
得
制
限
を
私
立
幼

稚
園
等
園
児
保
護
者
負
担
軽
減
措
置

並
に
緩
和
す
べ
き
。
�イ
対
象
年
齢
を

１８
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
べ
き
。

答
弁

�
都
の「
義
務
教
育
就
学
児
医

療
費
助
成
事
業
」
開
始
に
合
わ
せ
１０

月
実
施
の
予
定
。
準
備
期
間
も
必
要
。

�
大
幅
な
拡
大
を
検
討
。�
�ア
国
制
度

と
の
整
合
性
を
も
た
せ
た
も
の
。
財

政
負
担
も
あ
る
た
め
慎
重
な
検
討
が

必
要
。�イ
年
齢
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
、
障
害
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策
を

質
問

�
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

�ア
拡
充
の
内
容
は
。�イ
介
護
予
防
教
室

の
利
用
料
は
無
料
に
。�ウ
事
業
終
了
者

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
対
策
事
業
を
区

が
独
自
に
実
施
す
べ
き
。�
介
護
度
が

低
く
認
定
さ
れ
た
方
が
増
え
た
が
�ア

改
定
介
護
保
険
法
の
内
容
で
本
当
に

区
民
・
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。�イ
あ
る
事
業

所
で
は
ベ
ッ
ド
が
保
険
適
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
方
１８
名
の
う
ち
区
の
助
成

制
度
利
用
者
は
皆
無
。助
成
額
を
実
態

に
合
わ
せ
増
額
す
べ
き
。レ
ン
タ
ル
も

業
者
を
限
定
せ
ず
、新
規
の
方
を
含
め

所
得
制
度
を
撤
廃
し
、９
割
助
成
の
実

現
を
。�ウ
区
独
自
で
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
す
べ
き
。
�エ
負
担
の

重
い
介
護
保
険
施
設
の
食
費
、居
住
費

等
の
助
成
を
。
�
障
害
者
施
策
に
つ

い
て
�ア
障
害
者
自
立
支
援
法
の
サ
ー

ビ
ス
等
の
利
用
者
負
担
の
思
い
切
っ

た
軽
減
策
を
。
�イ
障
害
福
祉
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
に
あ
た

り
団
体
へ
の
説
明
や
地
域
説
明
会
を

実
施
す
べ
き
。
国
や
都
の
方
針
の
優

先
で
な
く
、
す
べ
て
の
障
害
者
が
不

安
を
抱
か
ず
豊
か
に
暮
ら
せ
る
た
め

の
計
画
に
。
�ウ
担
当
職
員
の
増
員
を
。

答
弁

�
�ア
介
護
予
防
教
室
の
拠
点

拡
充
、口
腔
機
能
向
上
事
業
の
本
格
実

施
等
。
�イ
利
用
料
は
多
く
の
区
民
に

理
解
さ
れ
て
い
る
と
認
識
。�ウ
終
了
後

の
計
画
作
り
等
フ
ォ
ロ
ー
に
努
め
て

お
り
、今
後
も
卒
業
生
に
よ
る
自
主
グ

ル
ー
プ
化
促
進
な
ど
継
続
的
取
組
み

を
一
層
支
援
す
る
。�
�ア
介
護
予
防
を

進
め
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
努
め
る
。�イ
実
態
に
合
っ
た
助
成

と
認
識
。
業
者
限
定
は
低
価
格
で
の

提
供
の
た
め
。
新
規
の
方
へ
の
助
成

は
法
と
の
整
合
性
か
ら
考
え
て
い
な

い
。
所
得
制
限
撤
廃
は
予
定
し
て
い

な
い
。
�ウ
考
え
て
い
な
い
。
高
齢
者

の
安
否
確
認
に
つ
な
が
る
高
齢
者
向

け
サ
ー
ビ
ス
等
必
要
な
支
援
を
行
う
。

�エ
所
得
に
応
じ
た
軽
減
を
行
っ
て
い

る
。
�
�ア
こ
れ
ま
で
の
負
担
軽
減
策

の
効
果
を
検
証
し
検
討
。
�イ
説
明
会

等
は
実
施
し
て
い
る
。
区
の
実
態
に

即
し
た
計
画
を
策
定
。
�ウ
事
務
の
効

率
的
執
行
・
職
員
体
制
に
配
慮
す
る
。

い
じ
め
自
殺
を
防
止
し
、
子
ど
も
た

ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
の
保
障
を

質
問

�
い
じ
め
自
殺
の
連
鎖
に
対

し
、
都
教
育
長
の
ア
ピ
ー
ル
と
文
部

科
学
大
臣
の
お
願
い
が
子
ど
も
た
ち

に
配
布
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
が

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る

か
の
把
握
は
。
現
場
の
大
人
が
子
ど

も
の
心
に
響
く
よ
う
に
訴
え
る
こ
と

が
必
要
で
は
。
�
�ア
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
は
毎
日
配
置
し
、
き
め
細

か
く
関
わ
れ
る
よ
う
改
善
す
べ
き
。

�イ
相
談
室
の
環
境
整
備
を
。�ウ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
養
護
教
諭
の
位
置
づ
け
を

高
め
、学
校
全
体
で
連
携
を
。�エ
教
育

相
談
の
休
日
・
夜
間
の
拡
大
な
ど
役
割

強
化
を
。�
�ア
問
題
解
決
に
は
先
生
の

増
員
が
最
も
効
果
的
。抜
本
的
な
増
員

を
。
�イ
区
独
自
の
正
規
教
員
採
用
を
。

答
弁

�
文
書
配
布
に
際
し
全
校
朝

会
及
び
各
教
室
で
子
ど
も
た
ち
に
わ

か
る
よ
う
に
話
し
指
導
。
�
�ア
必
要

に
応
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
導
入
。
�イ

整
備
充
実
に
努
め
て
い
る
。
�ウ
校
内

組
織
の
重
要
メ
ン
バ
ー
と
位
置
づ
け
。

�エ
１２
月
か
ら
「
新
宿
子
ど
も
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
」
設
置
。
夜
８
時
ま
で
対
応

予
定
。
今
後
も
相
談
体
制
充
実
に
努

め
る
。
�
�ア
都
に
加
配
を
働
き
か
け

る
。
�イ
多
大
な
独
自
財
源
確
保
が
困

難
で
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
他
、「
区
長
の
所
信
表
明
」

「
無
電
柱
化
の
推
進
」「
教
育
基
本
法

の
改
定
」
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
め
た
に
正
明

質
問

�
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
の
「
２

つ
の
都
市
像
」
と
、
基
本
構
想
審
議

会
で
審
議
中
の「
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
」

と
の
関
係
は
。
�
基
本
構
想
審
議
会

と
都
市
計
画
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
る

答
申
内
容
と
区
と
し
て
の
計
画
案
は
。

�
税
制
改
正
に
よ
る
負
担
増
を
受
け

る
低
所
得
者
へ
の
激
変
緩
和
策
と
、

生
活
の
厳
し
い
高
齢
者
へ
の
配
慮
を
。

答
弁

�
理
念
や
考
え
方
は
同
趣
旨

に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
�
答
申
を

尊
重
し
、
そ
の
内
容
を
基
に
、
ま
た
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
性
も
踏
ま

え
区
計
画
案
を
策
定
。
�
新
た
に
保

育
園
保
育
料
の
負
担
軽
減
や
障
害
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
等

に
お
い
て
は
現
行
の
取
組
み
の
拡
大

等
を
実
施
。
低
所
得
の
高
齢
者
へ
の

施
策
は
鋭
意
検
討
。

介
護
予
防
と
生
き
が
い
対
策

に
つ
い
て

質
問

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
効
果

挙
げ
れ
ば
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
が

延
び
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
の
抑
制

が
期
待
で
き
る
が
、
�
厚
生
労
働
省

で
は
、
特
定
高
齢
者
を
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
の
５
％
と
想
定
し
、
う

ち
２０
％
を
予
防
で
改
善
と
し
て
い
る

が
、
本
区
の
状
況
は
。
�
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
向
上
策
は
。
�
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
質
向
上
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
の
強
化
を
。
�
特
定
高
齢

者
の
基
準
に
近
い
方
へ
の
対
策
を
。

�
ス
ロ
ー
プ
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害

者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
プ
ー
ル

の
整
備
を
。
�
高
齢
者
の
民
間
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
割
引
利
用
は
。
�
「
健

康
づ
く
り
行
動
計
画
」
の
検
討
状
況

と
今
後
の
い
き
が
い
施
策
の
展
開
は
。

答
弁

�
１８
〜
２０
年
度
で
１
〜
５
％

と
計
画
。
９
月
末
、２７５
人
で
、う
ち
１３３

人
が
介
護
予
防
教
室
に
参
加
。
こ
の

３０
％
を
改
善
目
標
。
�
訪
問
や
電
話

で
声
か
け
実
施
。
今
後
、
医
師
会
と

連
携
。
�
適
宜
、
研
修
実
施
。
強
化

検
討
。
�
生
涯
学
習
財
団
で
実
施
の

教
室
等
紹
介
等
一
層
充
実
。
�
１９
年

度
、
デ
ン
マ
ー
ク
イ
ン
新
宿
で
の
水

中
運
動
教
室
を
大
幅
増
。
生
涯
学
習

財
団
で
も
様
々
事
業
展
開
。
学
校
プ

ー
ル
の
活
用
は
困
難
。
�
今
後
研
究
。

�
教
育
委
員
会
と
連
携
し
健
康
づ
く

り
相
談
機
能
を
充
実
。
健
康
づ
く
り

区
民
意
識
調
査
の
結
果
踏
ま
え
検
討
。

放
課
後
全
児
童
対
策
に
つ
い
て

質
問

「
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
」

の
モ
デ
ル
実
施
で
、
�
す
べ
て
小
学

校
内
だ
が
、
選
定
基
準
は
。
�
学
童

ク
ラ
ブ
と
の
違
い
は
。
�
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
と
の
連
携
は
。
�
安
全
確
保
策

は
。
�
学
校
内
学
童
ク
ラ
ブ
促
進
の

計
画
的
な
事
業
推
進
を
。

答
弁

�
校
庭
・
体
育
館
の
あ
る
学

校
の
活
用
が
最
善
と
判
断
。
学
童
ク

ラ
ブ
の
定
員
超
過
で
児
童
館
の
一
般

利
用
に
制
約
が
あ
る
等
の
基
準
に
よ

り
選
定
。
�
学
童
ク
ラ
ブ
は
保
護
者

の
就
労
時
間
で
利
用
時
間
決
ま
り
、

「
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
」は
子
ど
も

の
意
思
で
の
参
加
。
�
連
携
積
極
的

に
図
る
。
�
管
理
責
任
者
等
の
配
置

に
加
え
、危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で

安
全
管
理
徹
底
。
季
節
に
よ
る
終
了

時
間
の
変
更
も
検
討
。
�
放
課
後
の

新
宿
を
日
本
一
の
子
育
て
先
進
自
治
体
に

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

今後の４年間‐どんな政策が？支援策の拡充で、新宿を子育て日本一に

税
制
改
正
で
困
窮
す
る
高
齢
者
に
救
済
策
の
実
施
を

新
宿
区
議
会
公
明
党

小学校の活用で安全・安心な放課後の居場所を

代

表

質

問

代

表

質

問
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自

民

新
無
ク

民

主

社

会

共

産

公

明

自

民

新
無
ク

共

産

子
ど
も
の
居
場
所
の
選
択
肢
が
広
が

っ
た
こ
と
踏
ま
え
、
将
来
像
を
展
望
。

い
じ
め
の
根
絶
を

質
問

「
い
じ
め
」が
原
因
で
痛
ま
し

い
問
題
が
相
次
い
で
い
る
。
�
区
長

の
認
識
は
。
�
教
育
委
員
会
の
区
内

実
態
掌
握
は
。
�
保
護
者
や
地
域
社

会
を
巻
き
込
ん
だ
早
期
発
見
の
支
援

体
制
を
。
�
現
場
教
師
が
１００
％
児
童
、

生
徒
に
向
き
合
え
る
支
援
体
制
の
構

築
を
。
�
現
場
の
先
生
方
が
話
し
合

い
、
提
言
す
る
取
り
組
み
を
。

答
弁

�
人
間
と
し
て
絶
対
許
さ
れ

な
い
重
大
な
人
権
問
題
だ
。
�
「
い

じ
め
」
発
見
時
、
学
校
よ
り
必
ず
報

告
。
１０
月
に
実
態
調
査
済
。
子
ど
も

の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
教
師

へ
の
研
修
を
充
実
。
�
「
新
宿
子
ど

も
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
の
活
用
や
教
育

相
談
と
の
連
携
、
事
例
あ
れ
ば
サ
ポ

ー
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
支
援
。
�
区

費
講
師
の
配
置
で
忙
し
さ
緩
和
の
声

聞
く
。
今
後
も
環
境
整
備
。
�
今
後

と
も
指
導
主
事
等
の
学
校
訪
問
で
課

題
共
有
し
、
解
決
に
取
り
組
む
。

図
書
館
の
環
境
整
備
を

質
問

平
成
１３
年
の
４
館
構
想
が
白

紙
に
な
っ
て
以
降
、
将
来
構
想
聞
こ

え
て
こ
な
い
が
、
�
図
書
館
の
将
来

像
は
。
�
今
後
の
事
業
の
展
開
は
。

�
今
こ
そ
、
中
央
、
地
域
図
書
館
の

存
在
価
値
、
役
割
の
強
化
、
中
央
・

地
域
・
学
校
の
連
携
の
再
確
認
を
。

�
業
務
迅
速
化
の
た
め
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
。

答
弁

�
教
育
委
員
会
に
て
基
本
方

針
策
定
予
定
。
�
区
民
に
と
っ
て
よ

り
使
い
や
す
く
便
利
で
あ
る
べ
き
と

考
え
、
利
用
時
間
の
延
長
や
ハ
ー
ド

面
を
整
備
し
た
い
。
�
中
央
図
書
館

の
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
等
あ

り
方
抜
本
的
に
検
討
。
�
図
書
館
の

Ｉ
Ｔ
化
推
進
の
中
で
検
討
。

こ
の
他
に
「
歌
舞
伎
町
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
と
ま
ち
づ
く
り
」「
幼
児
教
育

の
あ
り
方
」「
小
中
連
携
教
育
の
推

進
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

な
す
雅
之

質
問

�
各
種
団
体
や
区
議
会
各
派

に
対
し
、
区
長
選
時
に
区
長
を
推
薦

し
た
・
し
な
い
に
拘
わ
ら
ず
公
正
な

区
政
運
営
を
。
�
次
の
区
議
選
で
候

補
者
の
推
薦
を
断
る
べ
き
だ
。
�
区

長
選
で
、現
職
監
査
委
員
か
ら
推
薦
を

受
け
た
こ
と
は
遺
憾
だ
。
�
議
会
選

出
監
査
委
員
は
野
党
か
ら
の
選
出
を
。

答
弁

�
推
薦
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
公
正
な
立
場
で
区
政
を
運
営
。

�
依
頼
に
よ
り
、
区
政
に
対
す
る
姿

勢
が
同
じ
方
向
な
ら
推
薦
。
�
何
ら

問
題
な
い
。
�
地
方
自
治
法
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
相
応
し
い
方
を
選
任
。

吉
住
健
一

神
田
川
沿
い
の
遊
歩
道
に
つ
い
て

質
問

�
大
久
保
通
り
と
交
差
す
る

遊
歩
道
の
結
節
点
に
、安
全
性
と
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、新
規
の
横
断
歩
道

を
設
置
す
る
よ
う
警
察
と
協
議
で
き

な
い
か
。
�
サ
ポ
ー
ト
す
る
団
体
の

意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
は
。�
水
害

の
啓
発
や
、神
田
川
周
辺
の
様
子
や
歴

史
を
伝
え
る
表
示
板
を
設
置
し
て
は
。

答
弁

�
警
視
庁
と
協
議
。
�
地
域

や
学
校
と
も
連
携
。意
見
交
換
や
協
働

の
場
を
設
定
。�
地
域
の
歴
史
や
防
災

意
識
の
啓
発
が
図
れ
る
表
示
を
検
討
。

え
の
き
秀
隆

自
殺
防
止
の
役
割
を
果
た
せ

質
問

自
殺
対
策
で
�
組
織
と
し
て

の
取
組
み
は
。
�
共
通
の
認
識
づ
く

り
は
。�
既
存
事
業
の
活
用
は
。�
連

絡
会
を
設
置
す
べ
き
。�
教
育
委
員
会

の
対
策
は
。�
自
殺
予
防
の
子
供
達
の

学
習
と
教
職
員
の
教
育
は
。�
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
子
供
用
相
談
室
の
開
設
を
。

答
弁

�
総
合
的
に
取
組
む
。�
普
及

啓
発
充
実
。�
相
談
窓
口
と
連
携
。�

検
討
。�
研
修
の
充
実
や
関
係
機
関
と

連
携
。
�
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
、

研
修
実
施
。�
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
課
題
。

小
野
き
み
子

学
校
と
地
域
の
協
働

少
人
数
学
校

質
問

�
い
じ
め
や
必
修
科
目
未
履

修
等
の
根
底
に
学
校
評
価
制
度
が
あ

る
の
で
は
。�
学
校
選
択
性
を
導
入
し

た
以
上
希
望
者
の
減
る
学
校
が
で
る

こ
と
は
止
む
を
得
な
い
。空
教
室
を
子

ど
も
と
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場

に
す
る
等
の
、学
校
と
地
域
の
協
働
に

よ
る
少
人
数
学
校
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁

�
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

と
地
域
か
ら
支
援
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
。
�
適
正
な
規

模
の
確
保
が
必
要
と
認
識
。

か
わ
の
達
男

首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
よ

質
問

首
都
直
下
地
震
に
対
応
し
た

�
区
防
災
計
画
の
見
直
し
予
定
は
。�

有
効
な
帰
宅
困
難
者
対
策
は
。�
減
災

社
会
実
現
で
�ア
耐
震
化
助
成
充
実
を
。

�イ
敷
地
安
全
対
策
は
。
�ウ
家
具
転
倒

防
止
は
。�
事
業
所
の
防
災
計
画
へ
の

対
応
は
。�
緊
急
地
震
速
報
の
提
供
を
。

答
弁

�
来
年
度
以
降
必
要
な
修
正
。

�
訓
練
等
を
検
討
。�
�ア
補
強
工
事
費

の
助
成
開
始
。�イ
安
全
化
を
充
実
。�ウ

積
極
的
に
啓
発
。�
事
業
継
続
計
画
等

策
定
。�
気
象
庁
の
検
討
を
受
け
導
入
。

松
ヶ
谷
ま
さ
お

青
年
の
く
ら
し
支
援
と
商
店
街
振
興
に
つ
い
て

質
問

�
青
年
の
不
安
定
な
雇
用
・

労
働
ト
ラ
ブ
ル
対
処
の
た
め
労
働
法

パ
ン
フ
作
成
配
布
や
相
談
窓
口
設
置

を
。�
�ア
商
店
街
振
興
策
は
新
宿
駅
・

歌
舞
伎
町
に
偏
ら
ず
区
全
域
を
対
象

に
。�イ
チ
ェ
ー
ン
店
コ
ン
ビ
ニ
等
の
商

店
会
加
入
促
進
を
。�ウ
商
店
街
活
性
化

の
為
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
発
行
事
業
を
。

答
弁

�
総
合
的
な
就
労
支
援
の
仕

組
み
検
討
。�
�ア
当
然
対
象
。今
後
相

談
員
制
度
創
設
。�イ
加
入
促
進
策
に
協

力
。�ウ
既
存
の
支
援
事
業
の
補
助
対
象
。

小
松
政
子

市
谷
柳
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

外
苑
東
通
り
の
拡
幅
を
契
機

に
地
元
で
は
「
柳
町
ま
ち
づ
く
り

会
」
を
結
成
し
、
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
活
動
中
。
�

区
の
評
価
は
。
�
今
後
の
支
援
は
。

�
構
想
策
定
後
の
実
現
へ
の
支
援
を
。

答
弁

�
先
進
的
取
組
み
と
評
価
。

�
こ
れ
ま
で
、
職
員
は
も
と
よ
り
、

専
門
家
の
派
遣
な
ど
積
極
的
に
支
援
。

今
後
は
区
全
体
計
画
と
整
合
性
を
図

り
つ
つ
最
大
限
尊
重
。
�
協
働
に
よ

り
構
想
の
具
体
化
に
向
け
対
応
。

下
村
治
生

区
有
財
産
の
有
効
活
用
と

歌
舞
伎
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
つ
い
て

質
問

�
旧
四
谷
第
五
小
の
現
状
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。�
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
文
化
事
業
や
歌

舞
伎
町
の
活
性
化
に
協
力
す
る
団
体

等
に
貸
し
出
し
を
し
て
は
。�
第
二
分

庁
舎
の
執
務
環
境
に
対
す
る
対
応
は
。

答
弁

�
用
途
変
更
し
事
務
所
棟
と

す
る
と
消
防
法
上
や
耐
震
補
強
等
課

題
あ
り
。
�
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

で
き
る
方
策
を
検
討
。
�
第
二
分
庁

舎
全
体
の
配
置
変
え
に
つ
い
て
検
討
。

の
づ
た
け
し

不
法
投
棄
を
防
げ

質
問

�
不
法
投
棄
は
悪
質
な
犯
罪

で
あ
り
特
に
迅
速
な
対
応
が
必
要
。�ア

苦
情
対
応
の
体
制
は
。�イ
発
生
場
所
の

現
状
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
か
。

�ウ
発
生
の
多
い
場
所
は
特
別
の
監
視

体
制
を
取
る
べ
き
。
�
将
来
に
向
け

た
不
法
投
棄
対
策
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁

�
�ア
ふ
れ
あ
い
指
導
班
が
直

接
指
導
や
警
告
ビ
ラ
貼
付
等
。�イ
集
積

所
に
多
く
公
園
等
で
も
発
生
。
�ウ
地

域
等
と
連
携
し
た
監
視
活
動
で
成
果
。

�
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
を
創
る
。

笠
井
つ
や
子

旧
淀
橋
中
学
校
跡
地
の

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

質
問

旧
淀
橋
中
跡
地
は
民
間
企
業

と
１０
年
間
の
賃
貸
契
約
を
結
ん
だ
が
、

�
区
有
地
は
区
民
の
た
め
に
供
す
る

べ
き
。
�
運
動
広
場
の
要
望
へ
の
認

識
と
対
応
は
。
�
契
約
は
更
新
せ
ず

跡
地
の
活
用
は
地
域
住
民
等
が
利
用

計
画
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁

�
区
民
福
祉
向
上
の
為
に
供

す
る
必
要
有
り
。
�
区
民
要
望
あ
る

と
認
識
。
�
契
約
更
新
は
な
い
。
総

合
的
に
勘
案
し
適
切
な
手
法
選
択
。

公
正
で
透
明
性
の
高
い
区
政
運
営
を
！

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

いつまでもクリーンな区長で

平 成１９年 第 １ 回
定例会のお知らせ

★★２月１９日から３月２３日までの予定
です。主な日程は、次のとおりです。
本 会 議 ２月１９日・２２日・２３日

３月２３日
予算特別委員会 ２月２６日～３月９日
常任委員会 ３月１３日・１４日
特別委員会 ３月１６日・１９日
★★ぜひ傍聴にいらしてください。
★★手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。
★★できるだけ７日前までに議会事務局
（�５２７３－３５３４）までご連絡ください。

会派略称：

公 明＝新宿区議会公明党

共 産＝日本共産党新宿区議会議員団

自 民＝自由民主党新宿区議会議員団

新無ク＝新宿区議会無所属クラブ

民 主＝民主党新宿区議会議員団

社 会＝社会新宿区議会議員団

花マル＝新宿区議会花マルクラブ

代

表

質

問
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
宿
区
議
会
公
明
党
を
代
表
し

て
区
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
中
山
区
長
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
が
、
公
明
党
は
、
全
力
で

中
山
区
政
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
、
区
成
立
６０
周
年
と
い

う
佳
節
を
迎
え
ま
す
。
ま
さ
に
、

原
点
に
戻
っ
て
新
た
な
新
宿
構
築

を
目
指
す
大
転
換
の
時
で
す
。
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
対
策
、
安
全

・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
課
題

解
決
に
、
新
た
な
発
想
と
勇
気
あ

る
決
断
力
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
年
も
、
公
明
党
は
「
大
衆
と

と
も
に
」
の
立
党
精
神
を
胸
に
、

「
闘
う
人
間
主
義
」「
生
活
現
場
主

義
」
の
旗
を
掲
げ
、
庶
民
の
目
線
、

生
活
者
の
視
点
で
皆
さ
ま
の
声
が

生
か
さ
れ
た
区
政
推
進
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

区
成
立
６０
周
年
を
新
た
な
起
点
に

生
活
者
の
視
点
で
区
政
を
推
進
し
ま
す
。

新
宿
区
議
会
公
明
党

幹事長

とよしま正雄
副幹事長

山添 巖
副幹事長

くまがい澄子そめたに正明小松 政子
〒１６０‐００１６
信濃町１１
五十嵐ビル５Ａ
（３３５３）８８１２

〒１６１‐００３３
下落合２‐６‐２０
（３９５２）２４６１

〒１６９‐００７１
戸塚町１‐１０２
（３２０３）１８９２

〒１６９‐００７４
北新宿４‐１７‐１
（３３６８）９７９７

〒１６２‐０８２４
揚場町２‐１２‐２０８
（３２６７）５１１３

鈴木 ゆきえ赤羽 つや子有馬 俊郎小畑 通夫
〒１６０‐００２２
新宿１‐６‐８
（３３５４）２７３０

〒１６１‐００３２
中落合１‐２１‐３
（３３６６）０１６４

〒１６１‐００３２
中落合２‐１２‐２６
グランスイート中落合１０１
（３９５２）８３５４

〒１６９‐００７２
大久保２‐２９‐３
（３２０９）３４０９

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
介
護
保
険
料
や
国
民
保

険
料
の
値
上
げ
、ま
た
住
民
税
の
負

担
が
増
え
る
な
ど
生
活
の
深
刻
さ

に
た
め
い
き
を
つ
か
れ
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
こ
そ
区
民
一
人
ひ
と
り
に

心
を
よ
せ
、
く
ら
し
を
支
え
る
区

政
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
財
政
は
６
年
連
続
黒
字
、
積

立
金
も
４０４
億
円
を
超
し
、
好
調
さ

を
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
区
民
の
願
っ
て
い
た
小

・
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

が
所
得
制
限
な
し
で
実
施
さ
れ
ま

す
。４

月
に
は
区
議
会
議
員
選
挙
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

豊
か
な
学
力
を
保
障
す
る
３０
人

以
下
学
級
の
実
現
、
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
や
障
害
者
の
み
な
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
新
宿
区
を
め

ざ
し
ま
す
。

６
年
連
続
黒
字
の
好
調
な
区
財
政
を
活
用
し
、

区
民
の
暮
ら
し
第
一
の
区
政
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

団長

田中のりひで
幹事長

阿部 早苗
副団長

雨宮 武彦
副幹事長

沢田 あゆみ松ヶ谷まさお
〒１６１‐００３４
上落合１‐１‐１５‐３０２
（３３６２）６３２６

〒１６０‐００２２
新宿７‐１６‐１３
（３２０２）８６２２

〒１６０‐００１７
左門町１２
ライジングプラザ５Ａ
（３３４１）０６３４

〒１６９‐００５１
西早稲田２‐１９‐１
共美ビル１０１
（３２０４）４４９１

〒１６２‐０８０１
山吹町３３３
カーネワセダ４０１号
（３２６９）０４３３

笠井 つや子近藤 なつ子あざみ 民栄川村のりあき
〒１６９‐００７４
北新宿３‐２０‐１
パークハイツ２１３
（３３６９）６２９１

〒１６２‐００５２
戸山１‐１６‐１６‐３１０
（３２００）５１６４

〒１６２‐００６２
市谷加賀町２‐６‐１
市ヶ谷加賀町アパート
Ｄ‐３０２
（３２６０）１４５６

〒１６１‐００３１
西落合１‐３２‐１８
（３９５０）８８９３

◆
議
長
・
副
議
長

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
経
済
状
況
は
好
調
を
維

持
で
き
ま
し
た
が
、
社
会
環
境
は

暗
い
面
が
目
立
っ
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
今
年
こ
そ
は
明
る
い
年
で

あ
り
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
が
皆
様
の
信
託
を
得

て
議
員
と
な
り
早
四
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
四
月
に

は
区
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
四
年
間
わ
れ
わ
れ
八

人
は
力
を
合
わ
せ
て
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
新

宿
区
の
財
政
も
新
し
い
事
業
に
取

り
組
め
る
ま
で
に
改
善
し
て
き
ま

し
た
。

昨
年
十
一
月
に
は
中
山
区
長
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は

四
月
の
選
挙
で
今
以
上
の
勢
力
を

戴
き
、
誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
新
宿
を
目
指
し
て
新
た

な
意
気
込
み
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

誰
も
が
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
新
宿
を
目
指
し
ま
す
。

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

幹事長

野口ふみあき
副幹事長

桑原 公平深沢としさだ秋田 ひろし新
宿
区
議
会
議
長

小
畑

通
夫

新
宿
区
議
会
副
議
長

宮
坂

俊
文

〒１６９‐００５１
西早稲田１‐１４‐１
フジタ早稲田マンション８０６
（３２０２）２９３１

〒１６０‐００２３
西新宿８‐７‐６
（３３６６）００７１

〒１６１‐００３３
下落合１‐１６‐７
松田ビル１Ｆ
（５９８３）３３２２

〒１６０‐００２３
西新宿４‐１１‐１３
（３３７６）１５００

宮坂 俊文下村 治生おぐら 利彦吉住 健一
〒１６１‐００３１
西落合１‐２５‐１５‐３０１
（３９５１）９８４８

〒１６０‐００２１
歌舞伎町１‐２３‐１３
（３２００）７１８１

〒１６０‐０００４
四谷１‐３
（３３５３）９０００

〒１６９‐００７４
北新宿４‐３０‐３
シャローム小池２０３号
（５３３７）７６８０
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新
し
い
年
を
、
お
健
や
か
に
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
は
、
区
議
会
の
改
選
の
年
。

昨
年
十
一
月
に
は
区
長
が
二
期
目

を
迎
え
、
ま
さ
に
今
年
は「
両
輪
」

が
新
し
く
揃
い
ま
す
。

こ
の
二
年
間
、
大
勢
の
区
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
「
十
年
後
の
新
宿

区
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
今
年
、「
新
基
本
構
想
」
と
し

て
打
ち
出
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
無
所
属
ク
ラ
ブ
は
、

�
花
、
緑
、
水
辺
、
風
、
歴
史
と

文
化
の
香
り
が
豊
か
で
日
本
一

美
し
い
新
宿
を

�
高
齢
者
も
子
ど
も
も
皆
が
信
頼

し
あ
い
、
尊
敬
し
あ
え
る
新
宿

を目
指
し
て
、
今
年
も
全
力
で
走

り
ぬ
け
ま
す
。

な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

心
機
一
転
！

躍
動
の
年
へ

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

幹事長

根本 二郎うるしばら順一
〒１６０‐００２２
新宿１‐１９‐６‐５０３
（３３５３）８０５９

〒１６９‐００７２
大久保２‐１５‐２５
（３２０５）８７０３

えのき 秀隆のづ たけし

各
派
代
表
あ
い
さ
つ

〒１６１‐００３２
中落合４‐６‐１１
（５９８３）８８１１

〒１６１‐００３３
下落合３‐１６‐１５
エタニティー目白７０１
（３９５４）３５７３

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
弱
い
者
泣
か
せ
の
格
差

拡
大
社
会
を
定
着
さ
せ
て
小
泉
内

閣
が
退
陣
し
、
安
倍
内
閣
は
日
本

国
憲
法
と
同
じ
重
さ
と
６０
年
の
歴

史
を
持
つ
法
律
、
教
育
基
本
法
を

与
党
単
独
で
衆
院
を
通
す
愚
を
犯

し
ま
し
た
。
日
本
の
将
来
に
危
惧

の
念
を
抱
く
の
は
私
ど
も
民
主
党

だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

翻
っ
て
、
新
宿
区
で
は
二
つ
の

「
都
市
像
」、
区
政
運
営
三
つ
の

「
基
本
姿
勢
」、
新
宿
の
町
を
つ
く

る
五
つ
の
「
視
点
」・
十
二
の
「
基

本
政
策
」、
そ
れ
を
具
体
的
に
裏

付
け
る
五
十
の
『
施
策
』
を
公
約

し
た
中
山
区
政
二
期
目
が
発
足
し

ま
し
た
。

私
ど
も
は
二
月
答
申
予
定
の
区

民
の
手
に
な
る
『
新
宿
区
基
本
構

想
』
実
現
に
責
任
を
持
つ
立
場
に

立
っ
て
、
四
月
の
区
議
選
挙
に
十

名
を
擁
立
し
て
戦
い
ま
す
。

区
民
の
手
に
な
る
本
区
基
本
構
想
実
現
に

新
宿
民
主
党
は
責
任
を
も
つ

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

幹事長

久保 合介
副幹事長

志田 雄一郎
〒１６２‐０８２５
神楽坂６‐１６
（３２６０）０６６９

〒１６０‐０００７
荒木町１０‐１７
サンライズビル２０３
（３３５５）０５４６

小野 きみ子
〒１６１‐００３３
下落合４‐９‐１７
（５９８２）３０５０

情
報
公
開
を
更
に
進
め
、
区
民
参
加
で

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
新
宿
を

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

悪
し
き
慣
例
・
慣
行
を
打
破
し
、

出
る
杭
と
な
る
議
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

幹事長

かわの 達男なす 雅之
〒１６９‐００７２
大久保３‐７‐１１‐５０７
（３２０８）８３４０

〒１６２‐０８５１
弁天町８７‐２０３
（５２６１）８３１５

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
政
治
家

は
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出

す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に

寄
附
を
行
う
こ
と
は
、
特
定
の
場

合
を
除
い
て
一
切
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
有
権
者
が
求
め
て
も
い
け

ま
せ
ん
。
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
贈

答
な
ど
も
寄
附
に
な
る
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

団長

山田 敏行
〒１６０‐００１５
大京町２６
野口ハウス６０４号
（３３４１）３０７４

No.２２８7 平成１９年（２００７年）１月１日



本
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
３
件

の
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
択

・
不
採
択
の
結
果
が
出
た
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
論
の
出
な
か
っ
た
陳
情
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
閉
会
中
も
継
続
し
て

審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
た
に
提
出
さ
れ
た

も
の【
要
旨
・
審
査
結
果
】

今
定
例
会
で

審
査
し
た
も
の

□
介
護
保
険
事
業
等
の
充
実
等
を
求

め
る
陳
情

１８
陳
情
第
５７
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

１

介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
、

介
護
保
険
事
業
を
充
実
さ
せ
る
よ

う
求
め
る
意
見
書
を
東
京
都
に
提

出
す
る
こ
と
。

２

地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
医
療
、
介
護
、
福
祉

制
度
や
施
設
等
の
基
盤
を
充
実
す

る
こ
と
。

□
新
宿
区
内
の
野
良
猫
に
関
す
る
陳

情
１８
陳
情
第
５８
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

猫
を
飼
育
す
る
場
合
は
登
録
制
に

す
る
、
戸
外
に
出
す
場
合
は
飼
い
主

同
伴
、
フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
が
す

る
、
と
い
う
内
容
を
主
と
す
る
条
例

の
制
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
西
落
合
公
園
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

少
年
野
球
場
の
樹
木
の
保
護
に
関
す

る
陳
情

１８
陳
情
第
５９
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

妙
正
寺
川
の
河
川
激
甚
対
策
特
別

緊
急
事
業
に
伴
う
搬
入
路
工
事
に
お

い
て
、
工
事
最
優
先
の
立
場
か
ら
安

易
に
樹
木
を
伐
採
し
な
い
よ
う
、
区

は
東
京
都
と
連
携
を
。
ま
た
、
こ
の

趣
旨
で
、
東
京
都
へ
の
意
見
書
送
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

政
治
倫
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

昨
年
６
月
、
政
治
倫
理
審
査
会
か

ら
議
長
に
、
政
治
倫
理
条
例
関
係
規

定
の
更
な
る
整
備
の
要
望
が
あ
り
、

議
会
で
検
討
を
行
い
、
条
例
の
一
部

改
正
を
１２
月
８
日
の
本
会
議
に
お
い

て
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
改
正
内
容

は
、
人
権
侵
害
の
規
定
に
つ
い
て
、

主
旨
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に

条
項
を
整
え
た
こ
と
と
、
審
査
手
続

き
規
定
を
整
備
し
た
こ
と
で
す
。

併
せ
て
施
行
規
程
も
一
部
改
正
を

行
い
、
条
例
・
規
程
と
も
に
１２
月
８

日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
改
正
さ
れ
た
条
例
・
規
程
に

つ
い
て
は
、
全
文
を
区
議
会
事
務
局

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
新
宿
区
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
部
欄
外
参
照
）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

政
治
倫
理
審
査
会
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
１８
年
１１
月
２
日
付
け
で
、
区

民
か
ら
、
新
宿
区
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
第
１３
条
第
２
項
（
人
権
侵
害

の
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
禁
止
の
規
定

違
反
）
に
基
づ
く
審
査
請
求
書
が
提

出
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
政
治
倫
理

審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

請
求
の
趣
旨
は
、
区
議
会
や
被
請

求
議
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
た
弁
明
書
（
昨
年
４
月
に
審
査
請

求
の
あ
っ
た
案
件
の
審
査
結
果
に
対

す
る
弁
明
）
の
記
載
が
人
権
侵
害
で

あ
る
等
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
審

査
請
求
に
つ
い
て
は
、「
被
請
求
議

員
が
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
認
め

る
に
は
疑
問
が
あ
り
、
審
査
に
よ
り

新
た
な
論
点
が
生
ず
る
も
の
で
な
い

た
め
、
審
査
は
要
し
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
条
例
第
１３
条
第
２
項
に
該

当
す
る
審
査
請
求
と
は
認
め
ら
れ
な

い
」
旨
の
報
告
が
、
１２
月
２０
日
議
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
議
決
し
た

（
要
旨
）

決
議
・
意
見
書
の
全
文
は
区
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

耐
震
構
造
計
算
書
偽
装
問
題
に

関
す
る
被
害
者
救
済
に

関

す

る

意

見

書

今
般
の
構
造
計
算
偽
造
問
題
で
、

耐
震
偽
装
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
は
、

使
用
禁
止
命
令
が
出
さ
れ
、
な
か
ば

強
制
的
に
住
居
を
失
い
ま
し
た
。
居

住
者
に
こ
れ
以
上
の
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
欠
陥

住
宅
の
再
発
を
許
さ
な
い
と
い
う
立

場
か
ら
、
国
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
住
居
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
被
害
者
対
策
の
充
実
に
向

け
た
特
別
の
法
的
措
置
を
講
じ
る
一

方
、
経
済
的
な
援
助
も
含
め
た
被
害

者
救
済
に
国
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
を
、
国
等
に
求
め
ま
し
た
。

三
位
一
体
改
革
の
影
響
額
を

都
区
財
政
調
整
の
配
分
割
合
に

確
実
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
意
見
書

国
と
地
方
の
税
財
政
改
革
（
三
位

一
体
改
革
）
に
よ
り
東
京
２３
区
の
歳

入
が
受
け
る
影
響
額
は
、
約
７７７
億
円

と
な
る
と
特
別
区
長
会
が
あ
き
ら
か

に
し
ま
し
た
。
新
宿
区
も
個
人
住
民

税
で
約
２９
億
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
の
極
め
て
大
き
な
影
響
額

は
、
区
民
生
活
に
も
多
大
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で
あ
り
、
区
民
の
く
ら

し
を
守
る
う
え
か
ら
も
、
減
収
分
を

確
実
に
反
映
し
た
配
分
割
合
と
な
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
充
分
に
踏
ま
え
て
都
区
協
議
に
臨

む
よ
う
、
東
京
都
に
求
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
自
殺
を
な
く
す
た
め
の

私
た
ち
の
決
意
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
訴
え
の
決
議

私
た
ち
は
こ
う
考
え
ま
す
。

い
じ
め
自
殺
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
い
じ
め
は
人
権
侵
害
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
ど
ん

な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
い
じ
め
た
側
が
１００
％
悪
い
」
と
い
う

強
い
意
思
を
学
校
は
じ
め
社
会
全
体
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
こ

そ
「
い
じ
め
」
の
根
絶
の
大
前
提
で
す
。

新
宿
区
議
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
い
じ
め
は
許
さ

れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
今
後
も
訴
え
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に
訴
え
ま
す
。

私
た
ち
大
人
は
、
悩
み
を
か
か
え
る
あ
な
た
た
ち
の
大
き
な

支
え
に
な
り
ま
す
。
ど
う
か
、
周
り
の
大
人
を
信
じ
て
、
悩
み

が
あ
っ
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
大

人
が
必
ず
い
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
こ
う
決
意
し
て
い
ま
す
。

新
宿
区
議
会
は
、
い
じ
め
自
殺
を
防
止
し
、
す
こ
や
か
な
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
保
障
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
行

動
を
し
ま
す
。

以
上
、
決
議
し
ま
す
。

請請
願願
・・
陳陳
情情

皆
様
か
ら

の
処
理
状
況

託
さ
れ
た

「新たな地方議会の役割」今今回回のの
テテーーママ

議員研修会
を開催！
第４回定例会開催を目前に控えた

１１月２２日、「新たな地方議会の役割」
をテーマに議員研修会を開催しまし
た。講師は、中央大学大学院経済学部
教授 法学博士の佐々木信夫氏です。
佐々木教授は、専門は行政学・地
方自治論で「自治体をどう変えるか」
など数多くの著書があります。
講義は「自治体、議会をどう変え
るか」をサブテーマとして掲げ、前
段では、自治体環境の変化、地方自
治体のあり方改革への法則や方向性
などを具体的に述べられました。
また、国と地方自治の分権化の中
で、国からの機関委任事務制度の廃
止、通知、通達による介入廃止、課税
自主権の拡大など、幅広い見地から、
現在の地方自治体が抱える法制度の
矛盾、制約の改善すべき点などの提

案がありました。
さらに、議会
改革の要素とし
て、�議会や議
員が本来のもつ
べき機能、�議
会、議員の政策
提案はどうある
べきか、�議会

のチェック機能が有効に働いている
か�ローカルルール策定、�住民と
議会のあり方、の５項目のテーマを
挙げ、さらに具体例を示し、議会の
活性化につながる講義をされました。
講義後の質疑では、何人もの議員
から活発な質問が飛び出し、講演時
間をかなり過ぎてしまうほどの大変
な盛り上がりで、今回も非常に充実
した研修会になりました。
今回は、６月に続いて今年度２度
めの研修会となります。
新宿区議会は、このような研修を
通じて議員の自己研鑽に努めている
ほか、第３回定例会（１８年９月）か
ら、本会議及び予算・決算特別委員
会のインターネット中継の実施、本
会議一問一答方式の導入など、議会
の具体的な改革にも積極的に取組ん
でいます。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

謹
ん
で
区
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
多

幸
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。本

号
で
は
、
例
年
年
末
に
発
行
し

て
い
た
第
４
回
定
例
会
号
と
、
元
旦

発
行
の
新
年
号
を
合
併
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
議

長
、
各
会
派
代
表
の
ご
あ
い
さ
つ
と

抱
負
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
も
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
読

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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本
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事
務
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査
管
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係
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あ
と
が
き

新新宿宿駅駅南南口口ののイイルルミミネネーーシショョンン

●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/gikai/です。
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）

平成１９年（２００７年）１月１日 8No.２２８


